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凡　例
・常時追加中。全く網羅的な著作目録ではないので注意されたし。
・単行書、編輯書、雑誌・新聞掲載の三つに分けた。

・編輯書は利用の便を考えて、他者の訳著書も挙げた。
・雑誌・新聞掲載は（Ａ）論文、（Ｂ）時評、（Ｃ）飜訳、（Ｄ）文芸、（Ｅ）雑纂の五つに区分した。

・雑誌・新聞掲載の区分は便宜的なものにすぎない。
・比較的長文のものは（Ａ）に入れた場合が多い。

・（Ｅ）はいい加減な区分で何れの区分にも入らないもので短文を集めた。
・単行本所収の論文はそのことを注記した。
・著者名、論文題目は新漢字を利用した。
・編者の附した数字は、概ねアラビア数字を利用した。
・座談会の項を設けなかった為、それらも（Ａ）以下の項目内に配置されてある。
・もし内容に不都合があっても、文句は一切受け付けませんので、そのつもりでご利用下さい。
1.単行書
（Ａ）著　書
『社会主義と進化論』（売文社，1919年）
（増補）『社会主義と進化論』（公文書院，1919年）

（改訳）『社会主義と進化論』（大鐙閣，1021年）

（改題）『社会進化思想講話』（アテネ書院，1925年）

（改題）『社会主義と進化論』（改造社，1927年）

『マルクス学研究』（公文書院，1919年）
『社会主義的諸研究』（大衆社，1920年）

『社会主義的諸研究』（大鐙閣，1920年）

『幻滅者の社会観』（大鐙閣，1922年）
『マルクス十二講』（新潮社，1926年）
（改題）『マルクス学解説』（改造社，1928年）

『自己を語る』（人文会出版部，1926年）
（増補版）『自己を語る』（人文会出版会，1928年）

『マルキシズムと国家主義』（改造社，1927年）
『論・想・談』（人文会出版部，1927年）
『地代思想史』（日本評論社，1928年）

『ムッソリーニとその思想』（実業之日本社，1928年）
『マルクス経済学』（日本評論社，1929年）
『批判マルクス主義』（日本評論社，1929年）
『人は何故に貧乏するか』（政治批判社，1930年）
『英雄崇拝と看板心理』（忠誠堂，1930年）
『あばたはゑくぼ？』（森田書房，1935年）

（Ｂ）翻訳書
『人種改造学』（実業之世界社，1915年）

『修養講話青年実訓』（自教社，1917年）

『マルクス資本論解説』（売文社，1919年）

『資本論解説』（三田書房，1919年）

（改訳）『資本論解説』（而立社，1924年）

『資本論解説』（アテネ書院，1925年）

（改訳）『資本論解説』（改造社，1927年）
『資本論』第1巻（大鐙閣，1920～21年）

『資本論』第3巻（大鐙閣，1921～22年）
『資本論』第2巻（而立社，1923～24年）

（改訳）『資本論』（新潮社，1925～26年）

（改訳）『資本論』（改造社，1927～28年）
『社会主義社会学』（三田書房，1920年）

『社会主義社会学』（大鐙閣，1921年）

（改題）『社会学講話』（アテネ書院，1925年）

（改題）『社会主義社会学』（改造社，1927年）

『財産進化論』（大鐙閣，1921年）

（改題）『財産の進化』（新潮社，1925年）

『古代社会』（上下，而立社，1924年）
＊上巻は108頁まで翻訳。下巻は凡例のみ。

『唯物史観の改造』（新潮社，大正1924年）
『社会学思想の人生的価値』（新潮社，1925年）
『マルクスの余剰価値説』（実業之日本社，1925年）
『哲学の窮乏』（新潮社，1927年）
2.編輯書

（Ａ）辞　典
『社会問題総覧』（公文書院，1920年）
『社会問題辞典』（新潮社，1925年）
（Ｂ）編輯・共訳
（Ⅰ）『社会経済思想叢書』（事業之日本社）
マルクスの余剰価値説（第1巻，高畠素之，1925年）
2巻不詳（予定ではクロポトキンの倫理学説（2）安倍浩）

リカルドの地代論（第3巻，鷲野隼太郎，1925年）
マルサスの人口論（第4巻，神永文三，1925年）
ルボンの群衆心理説（第5巻，矢部周，1926年）
ダーウインの種の起源（第6巻，澤泰二，1925年）
コントの実証哲学（第7巻，津久井龍雄，1926年）

ラサルの国家労働説（第8巻，鷲野隼太郎，1926年）
マルクスの唯物史観（第9巻，井原糺，1926年）

ワグナーの社会政策論（第10巻，松下芳男，1926年）
タルドの模倣論（第11巻，小栗慶太郎，1926年）

ヴントの民族心理論（第12巻，秋田六郎，1926年）

（Ⅱ）『経済学説大系』（而立社，安部浩と共訳）
『価値及価格論』（第1巻，1924年）

『賃銀論』（第2巻，1923年）

『資本利子及企業利得論』（第3巻，1923年）

『地代論』（第4巻，1924年）

『人口論』（第5巻，1924年）

『租税論』（第6巻，1924年）

『貨幣論』（第7巻，1925年）

『自由貿易及保護関税論』（第8巻，1924年）

『経済恐慌論』（第9巻，1923年）

カール・デイール他『社会政策論』（第10巻，1924年）
（Ⅲ）『社会哲学新学説大系』（新潮社，北昤吉と編輯）
ツガン・バラノヴスキイ『唯物史観の改造』（第1輯，高畠素之，1924年）

ラッツェン ホーファー『社会学的認識論』（第2輯，宮崎市八，1924年）

ベルグソン『時間と自由意志：附物質と記憶』（第3輯，北昤吉，1925年）

クロポトキン『田園・工場・仕事場』（第4輯，中山啓，1925年）

アダム・スミス『富国論』（第5輯，神永文三，1925年）

オイッケン『社会生活と精神生活』（第6輯，高橋正熊，1925年）

ロベルト・ミヒェルス『政党心理の研究』（第7輯，西村二郎，1925年）

ギッヂングス『社会学通俗教科書』（第8輯，神永文三，1925年）

カール・カウツキー『マルクス経済学入門』（第9輯，石川凖十郎，1925年）

スモール『社会学思想の人生的価値』（第10輯，高畠素之，1925年）

プラトーン『理想国』（第11輯，津久井龍雄，1925年）

ポール・ラファルグ『財産の進化』（第12輯，高畠素之，1925年）

カント『実践理性批判』（第13輯，高井篤，1926年）

ポアンカレー『科学と臆説』（第14輯，村上正己，1926年）

ベートソン『メンデル遺伝法則論』（第15輯，西村二郎，1926年）

ジー・デー・エッチ・コール『機能的社会国家論』（第16輯，石川凖十郎，1926年）

カント『判断力批判』（第17輯，斎藤要，1926年）

ツガン・バラノヴスキー『社会主義の新解釈』（第18輯，矢部周，1926年）

ヘフディング『宗教哲学』（第19輯，河合譲，1926年）

カル・サウンダァス『人口問題研究』（第20輯，米山正美，1927年）

ジョン・スチュワート・ミル『宗教と功利主義』（第21輯，津久井龍雄，1927年）

（Ⅳ）『マルクス思想叢書』（新潮社）
エンゲルス『マルキシズムの根柢』（第1編，石川準十郎，1927年）

アドラー『マルキシズムの哲学』（第2編，小栗慶太郎，未刊）

ケルゼン『マルキシズムの国家論』（第3編，高畠素之，未刊）
ヘルマン・カーン『マルクス資本論の展開』（第4編，小栗慶太郎，1926年）

カウツキー『マルキシズムの人口論』（第5編，松下芳男，1927年）
クローチエ『マルクスの唯物史観』（第6編，矢部周，未刊）

ケルゼン『マルクスの歴史哲学』（第7編，堀真琴，未刊）

カウツキー『マルキシズムの擁護』（第8編，安倍浩，1927年）

シンコヴィッチ『マルキシズムの崩壊』（第9編，神永文三，1926年）

バヴェルク『マルクス価値説の崩壊』（第10編，神永文三，1927年）
3.雑誌・新聞掲載

（Ａ）論　文
1908(明治41)年

「偶論」（『東北評論』創刊号，明治41年5月15日）

「進化論と社会主義」（『東北評論』創刊号，明治41年5月15日）
「力」（『東北評論』創刊号，明治41年5月15日）
「東北同志諸君に」（『熊本評論』第23号，明治41年5月20日。長加部寅吉と共著）
「社会主義と基督教」（『東北評論』第1号，明治41年8月1日）
「共同大売出しの感」（『東北評論』第1号，明治41年8月1日）
「平民哲学」（『東北評論』第1号，明治41年8月1日）
「門外観―自然主義と無政府主義―」（『東北評論』第2号，明治41年9月1日）
「革命偶」（『東北評論』第2号，明治41年9月1日）
「帝国主義の話」（『東北評論』第3号，明治41年10月1日）
「前橋監獄より（一）」（『東北評論』第3号，明治41年10月1日）
「前橋監獄より（二）」（『東北評論』第3号，明治41年10月1日）
「別辞三則」（『東北評論』第3号，明治41年10月1日）
1912(明治45)年

「愛国的謀叛人耶蘇」（堺利彦『売文集』，丙午出版社）

1912(大正1)年

「科学と進化」（『近代思想』1巻3号，1912年12月）

1913(大正2)年

「自然淘汰説」（『近代思想』1巻9号，1913年6月）
「『続経済学講義』を読みて」（『近代思想』1巻10号，1913年7月）
1914(大正3)年

「Ｎ君へ」（『へちまの花』第５号，1914年6月）

「社会政策と資本家の利益」（『第三帝国』第22号，1914年11月）
「欧洲戦争と独仏社会党」（『第三帝国』第24号，1914年12月）
1915(大正4)年

「利口と馬鹿の境目」（『へちまの花』第13号，1915年2月）
「戦争と英国社会党」（『第三帝国』33号，1915年2月）
「茅原氏の思想評」（『第三帝国』41号，1915年5月）
「進化論の逆転」（『へちまの花』第17号，1915年6月）
「社会主義の四派」（『新社会』第2巻第1号，1915年9月）
「マルクス経済論」（『新社会』第2巻第2号，1915年10月）
「マルクス経済論（２）―価値の本質」（『新社会』第2巻第3号，1915年11月）
「マルクス経済論（３）―剰余価値」（『新社会』第2巻第4号，1915年12月）
1916(大正5)年

「個人主義と社会主義」（『新社会』第2巻第5号，1916年1月）
「蕃殖と進化―マルサス人口論の価値」（第2巻第7号，1916年3月）
「マルサス人口論の消長と資本主義」（『新理想主義』3月5日）
「社会主義犯罪学」（『新社会』第2巻第10号，1916年5月）
「トルストイズムの労働論を難ず」（『新理想主義』5月5日）
「理知主義と情意」（『新社会』第2巻第12号，1916年7月）
「マルクス戦争観」（『新社会』第2巻第13号，1916年8月）
「資本家党の労働政策―米国三大党の宣言」（『新社会』第3巻第1号，1916年9月）
「認識論と唯物論」（『新社会』第3巻第3号，1916年11月）
「父と子―墺国首相暗殺者の記」（『新社会』第3巻第3号，1916年11月）
「トルストイ論」（『新社会』第3巻第4号，1916年12月）
1917(大正6)年

「大杉氏と自由恋愛と社会主義」（『新社会』第3巻第5号，1917年1月）
「晶子氏の平等論を評す」（『新社会』第3巻第5号，1917年1月）
「革命渦中の露独―列国社会党の党勢」（『新社会』第3巻第9号，1917年5月）
「仏国社会党一督―列国社会党の党勢」（『新社会』第3巻第10号，1917年6月）
「文を売る傍らより」（『文章倶楽部』第2巻第6号，1917年6月）
「赤裸のルーテル」（『新社会』第4巻第3号，1917年12月）
1918(大正7)年

「誰が誰を」（『新社会』第4巻第4号，1918年1月）
「政治運動と経済運動」（『新社会』第4巻第5号，1918年2月）
「続売文社逸話」（『文章倶楽部』第3巻第2号，1918年2月）
「トロツキイ自伝」（『新社会』第4巻第6号，1918年3月）
「続売文社逸話（二）」（『文章倶楽部』第3巻第3号，1918年3月）
「立場立場からの政治運動と経済運動」（『新社会』第4巻第8号，1918年5月）
「『労働経済講話』を読む」（『新社会』第4巻第8号，1918年5月）
「問題の捏ね返し」（『新社会』第4巻第9号，1918年6月。山川均の論文。高畠素之のコメント有り）
「福田徳三著『労働経済講話』」（『中外』第2巻第8号，1918年7月）
「マルクスと北昤吉氏のマルクス」（『新社会』第5巻第1号，1918年9月）
「三浦修吾著『真実の教育』」（『中外』第2巻第10号，1918年9月）
「労働者ますます貧し―貧困増大説に就てマルクス批評家の論拠を突く」（『新社会』第5巻第2号，1918年10月）
「浮田和民著『軍国主義政治学（上巻）』」（『中外』第2巻第11号，1918年10月）
「蕾の綻びと毬の破れ―露独革命の比較」（『新社会』第5巻第3号，1918年12月）
「革命独逸の人々」（『新社会』第5巻第3号，1918年12月）
1919(大正8)年

「スパルタカス」（『新社会』第5巻第5号，1919年1月）
「革命婆さんのキス」（『新社会』第5巻第5号，1919年1月）
「闇に彷ふ『黎明』論―福田博士の資本的侵略主義観を評す」（『新社会』第5巻第6号，1919年2月）
「老荘会と黎明会」（『新社会』第5巻第6号，1919年2月）
「国家社会主義の色わけ」（『国家社会主義』第1号，1919年4月）

「労働者に国家あらしめよ―国家社会主義の理論的根拠―」（『国家社会主義』第1号，1919年4月）

「資本論第三巻まで―マルクス経済学研究手引―」（『国家社会主義』第2号，1919年6月）

「社会主義研究問答」（『国家社会主義』第2号，1919年6月）

「序」（遠藤無水『社会主義者になった漱石の猫』，文泉堂，1919年6月）

「（巻頭言）」（『国家社会主義』第3号，1919年7月）

「労働商品論」（『国家社会主義』第3号，1919年7月）

「『資本論解説』の誤解」（『国家社会主義』第3号，1919年7月）

「マルクスの坊主と袈裟」（『中央公論』34年第7号，1919年7月。「カール・マルクス論」中の一）

「過激派の立場を論ず」（『国家社会主義』第4号，1919年8月）

「『資本論解説』正誤」（『国家社会主義』第4号，1919年8月）

「資本制度の上に立てる姑息的社会」（『改造』第1巻第5号，1919年8月。「暴利の制限資本主義打破」中の一）
「西洋人に任せろ」（『解放』第1巻第4号，1919年9月）
「マルクス価値説・剰余価値説及び其批判」（『改造』第1巻第7号，1919年10月。「社会主義研究」中の一）
「唯物史観の改造」（『解放』第1巻第5号，1919年10月）
「松浦要氏の資本論全誤訳」（『解放』第1巻第6号，1919年11月）

「国家社会主義と階級闘争」（『改造』第1巻第9号，1919年12月）
1920(大正9)年

「鎧袖一触（上）―生田長江氏を玩ぶ」（『読売新聞』大正9年1月30日）

「鎧袖一触（下）―生田長江氏を玩ぶ」（『読売新聞』大正9年1月31日）

「両院改造・労働首領問題」（『改造』第2巻第2号，1920年2月）
「町奴に白柄組を兼ねた気込み」（『霹靂』創刊4月号，1920年。劈頭語）

「虫の善い学者の要求」（『霹靂』創刊4月号，1920年）

「生田長江君の癩病的資本論」（『霹靂』創刊4月号，1920年）
「『クロポトキンの経済学説』序」（中山啓訳『田園・工場・仕事場』，三田書房，1920年6月）

「新マルサス主義と貧困、避妊、搾取」（『改造』第2巻第10号，1920年10月）
「労働運動の集中化と国家社会主義」（『改造』第2巻第11号，1920年11月）
「消費組合と公設市場との価値」（『解放』第2第11号，1920年11月）
「序」（尾崎士郎『近世社会主義発達史論』，三田書房，1920年12月）
1921(大正10)年

「新思想家の見たる東京市の根本改造とその市長として最高適任者」（『改造』第3巻第1号，1921年1月。諸氏の一）
「階級の概念と其近世的体現―米田博士の批評を兼ねて―」（『解放』第3巻第3号，1921年3月）
「偏見的インターナショナリズム」（『改造』第3巻第5号，1921年5月）
「資本論講話（一）序言」（『改造』第3巻第5号，1921年5月。北原龍雄と共著）
「カール・マルクスの階級観批判」（『改造』第3巻第6号，1921年6月）
「十年後の日本」（『改造』第3巻第6号，1921年6月。「思想家の見た十年後の日本」中の一）

「流行のやくざ論文に優る」（『中外』第4巻第1号，1921年6月。「第四回懸賞論文選評」中の一。河内長四郎「文化伝唱の汎日本聯盟―中外者地方支部の設置」に対するもの）
「資本論講話（二）資本蓄積の行為」（『解放』第3巻第6号，1921年6月。北原龍雄と共著）
「資本論講話（三）剰余価値の外観」（『解放』第3巻第7号，1921年7月。北原龍雄と共著）
「好機を失する為に」（『解放』第3巻第9号，1921年9月。「太平洋会議の社会的批判」中の一）
「日本社会運動史」（『解放』第3巻第10号，1921年10月）
1922(大正11)年

「犬の近吠」（『改造』第4巻第1号，1922年1月）

「一九二二年以後の趨勢」（『改造』第4巻第1号，1922年1月）

「超国家主義の迷妄」（『解放』第4巻第1号，1922年1月。「民族闘争と社会主義思潮」中の一）
「傍観者のひとりごと」（『解放』第4巻第1号，1922年1月）

「議会政策のために」（『解放』第4号第3号，1922年3月。「普選運動の再燃」中の一）

「正当且つ有効」（『解放』第4号第4号，1922年4月。「過激運動取締法案批判」中の一）
「資本論講話（四）商品と其の価値及価格（一）」（『解放』第4巻第5号，1922年5月。北原龍雄と共著）
「資本論講話（五）商品と其の価値及価格（二）」（『解放』第4巻第6号，1922年6月。北原龍雄と共著）
「資本論講話（六）剰余価値と其の搾取」（『解放』第4巻第7号，1922年7月。北原龍雄と共著）
「資本論講話（七）剰余価値率と利潤率」（『解放』第4巻第8号，1922年8月。北原龍雄と共著）
「マルクス価値説の『矛盾』―山川均対小泉信三氏の論戦を背景として―」（『解放』第4巻第10号，1922年10月）
「放言」（第1次『局外』第2号，1922年11月）

「茂木久平論」（第1次『局外』第2号，1922年11月）

「マルクスの矛盾と河上博士の矛盾」（『解放』第4巻第11号，1922年11月）
「放言」（第1次『局外』第3号，1922年12月）

1923(大正12)年

「寄生虫」（第1次『局外』第4号，1923年1月）

「放言」（第1次『局外』第5号，1923年2月）
「国家社会主義でゆく」（『改造』第5巻第3号，1923年3月。「新興愛国団体批判」中の一）
「議会運動」（第1次『局外』4月号，1923年4月）

「常識国家論」（第1次『局外』4月号，1923年4月）

「土佐犬と人情」（第1次『局外』4月号，1923年4月）
「国民外の国民投票」（『改造』第5巻第4号，1923年4月）

「営利主義の進化的效果」（第2次『局外』第1号，1923年5月）

「真のプロレタリア文芸」（第2次『局外』第1号，1923年5月）

「反動派」（第2次『局外』第1号，1923年5月）
「軍国主義」（第2次『局外』第2号，1923年6月）

「暴言暴行」（第2次『局外』第3号，1923年7月）

「本職へ」（第2次『局外』第3号，1923年7月）

「労働価値説の崩壊」（第2次『局外』第4号，1923年8月）
1924(大正13)年

「大衆の心理」（『週刊日本』創刊号，1924年3月23日）

「公債―悪制度の研究―」（『週刊日本』創刊号，1924年3月23日）

「郵便貯金―悪制度の研究（二）―」（『週刊日本』第2号，1924年3月30日）

「我々の国家観」（『週刊日本』第3号，1924年4月6日）

「教育政策―悪制度の研究（三）―」（『週刊日本』第3号，1924年4月6日）

「マルクス主義の悶へ――インターナショナリズムを放棄せよ」（『週刊日本』第4号，1924年4月13日）

「貯蓄銀行―悪制度の研究（四）―」（『週刊日本』第4号，1924年4月13日）

「我々の政策」（『週刊日本』第5号，1924年4月20日）

「官許賭場―悪制度研究（五）―」（『週刊日本』第5号，1924年4月20日20日）

「日米問題批判―デモ非国民の罪を鳴らせ」（『週刊日本』第6号，1924年4月27日）

「神秘的代価―悪制度研究（六）―」（『週刊日本』第6号，1924年4月27日）

「出鱈目極まる・租税制度―悪制度研究（その七）―」（『週刊日本』第7号，大正13年5月4日）
「暴利の旗頭・保険会社―悪制度研究（その八）―」（『週刊日本』第8号，大正13年5月11日）

「暴力論」（『週刊日本』第9号，1924年5月18日）

「金がもの言ふ・現代の法律―悪制度研究（その九）―」（『週刊日本』第9号，大正13年5月18日）
「現代式用心棒の・請願巡査―悪制度研究（その十）―」（『週刊日本』第10号，大正13年5月25日）
「棄権する理由」（『改造』第6巻第5号，1924年5月。「選挙権を如何に行使すべきか」中の一つ）

「感じてゐること」（『文藝春秋』第2巻第9号，1924年10月）

「向ふ三軒両隣り」（『改造』第6巻第11号，1924年11月）

「欲望の研究」（『世紀』第1巻第3号，1924年12月）
1925(大正14)年

「自由の国家」（『文化生活』第3巻第1号，1925年1月。「向ふ三軒両隣り」より抜粋）

「現実を操る夢」（『報知新聞』1925年2月20日～25日）

「薬石の効なき普選」（『改造』第7巻第5号，1925年5月。「画時代的「普選」の研究」中の「批判」中の一）
「舞台と褌―プロレタリア政党は造るに及ぶまい―」（『解放思想』第15号，1925年6月）

「日本主義か反訳主義か」（第2次『解放』第4巻第1号，1925年10月）
「カール・マルクスの唯物哲学」（第2次『解放』第4巻第2号，1925年11月）
「公私混同」（第3次『局外』第1巻11月号，1925年11月）

「ブルヂオアの神殿」（第3次『局外』第1巻11月号，1925年11月）

「千駄木より（時事寸評）」（『文藝春秋』大正14年11月号，1925年12月）
「局外展望」（第3次『局外』第1巻12月号，1925年12月）

「商品」（第3次『局外』第1巻12月号，1925年12月）
「千駄木より（時事寸評）」（『文藝春秋』大正14年11月号，1925年12月）

「日本婦人の新時代」（『女性』第8巻第6号，1925年12月）
1926(大正15、昭和元)年

「カール・マルクスの国家理論」（第2次『解放』第5巻第1号，1926年1月）
「凡人凡歌」（第3次『局外』第2巻1月号，1926年1月）

「詩人（巻頭語）」（第3次『局外』第2巻第2月号，1926年2月）

「鬼に金棒」（第三次『局外』第2巻第2月号，1926年2月）

「カール・マルクスの地代論」（『改造』第8巻第3号，1926年3月）
「ストライキの新戦術」（『解放』第5巻第3号，1926年3月。「新団体批判」中の一）
「社会政策の釣瓶の底―非国家的個人主義制度に対する国家的解毒剤としての物価公定制―」（『文化生活』第4巻第3号，1926年3月）
「国家と性格」（『不同調』第2巻第4号，1926年4月）

「社会思想講座」（『文芸講座』第2号，1926年5月。第1回。全6回）

「接吻問題」（『文芸戦線』第3巻第6号，1926年6月。「緑蔭漫語」中の一）

「傾向の使ひわけ」（『新潮』第23年第6号，1926年6月）

「かどと丸味」（第2次『随筆』第1巻第1号，1926年6月）

「それもよし、これもよし」（『虚無思想』第1巻第3号，1926年6月）

「社会思想講座」（『文芸講座』第4号，1926年6月。第2回。全6回）

「相対性效果」（『文藝春秋』第4巻第6号，1926年6月）

「デモクラチツク」（『経済往来』第1巻第4号，1926年6月）
「社会思想家と文芸家の会談記」（『新潮』第23年第7号，1926年7月）

「社会思想講座」（『文芸講座』第5号，1926年7月。第3回。全6回）
「人口問題楽観漫想」（『経済往来』第1巻第5号，1926年7月）

「危険性のない人柄」（第2次『随筆』第1巻第2号，1926年7月）

「戸別訪問」（『解放』第5巻第8号，1926年8月）

「文相内訓のこと」（第2次『随筆』第1巻第3号）

「社会思想講座」（『文芸講座』第7号，1926年8月。第4回。全6回）

「労農党の自由主義」（『経済往来』第1巻第6号，1926年8月）

「官憲曰く」（『文芸市場』第2巻，1926年9月）

「社会思想講座」（『文芸講座』第10号，1926年9月。第5回。全6回）
「パラドックス」（『経済往来』第1巻第7号，1926年9月）

「現代思想界の傾向」（『女性』第10巻第3号，1926年9月）
「新自由主義の『必要』」（『改造』第8巻第11号，1926年10月。「新自由主義批判」中の一）
「商売往来」（『不同調』第3巻第4号，1926年10月）

「家族主義と個人主義」（『文化生活』第4巻第10号，1926年10月）
「二つの失業」（『経済往来』第1巻第8号，1926年10月）
「偏局哲学」（『女性』第10巻第4号，1926年10月）
「随筆漫談」（第2次『随筆』第1巻第5号，1926年10月。諸氏の一）

「普選内閣」（第2次『随筆』第1巻第6号，1926年11月）

「社会主義思想上の観念的傾向と現実主義的傾向」（『新潮』第23年第11号，1926年11月）
「社会思想講座」（『文芸講座』第13号，1926年11月。第6回（完））
「利潤観さまざま」（『文藝春秋』第4巻第11号，1926年11月）

「暴力団」（『経済往来』第1巻第9号，1926年11月）

「社会進化における女性の位置」（『女性』第10巻第5号，1926年11月）
「国家主義」（『社会経済体系』第1巻，日本評論社）
1927(昭和2)年

「右翼のこき下しの記」（『改造』第9巻第1号，1927年1月）

「芸術の唯物史観」（『文章倶楽部』第12巻第1号，1927年1月。「文芸局外観」中の一）
「資本主義の長所」（『文化生活』第5巻第1号，1927年1月）
「地代論と農民問題」（『文藝春秋』第5巻第1号，1927年1月）

「議会政治の正体と将来」（『経済往来』第2巻第1号，1927年1月）
「全集と雪嶺翁」（第2次『随筆』第2巻第1号，1927年1月）

「闘犬雑話」（『騒人』昭和2年2月号，1927年2月）
「ムッソリーニの思想と風格」（『改造』第9巻第2号，1927年2月）
「看板」（『不同調』第4巻第3号，1927年3月）

「議会」（『黒潮』33年3月号，1927年3月）
「労農帝国主義の極東進出」（『改造』第9巻第4号，1927年4月）
「顧問」（『随筆』第2巻第4号，1927年4月）

「軍縮会議側面観」（『中央公論』42年第4号，1927年4月。「軍縮問題八面観」中の一）

「軍縮なら出直せ」（『経済往来』第2巻第4号，1927年4月）

「無産政党漫談」（『春秋』創刊号，1927年4月）
「両性関係の過去、現在、未来」（『婦人公論』第12巻第5号，1927年5月）
「唯物史観の問題及び方法―ハンス・ケルゼン―」（『文化生活』第5巻第5号，1927年5月）
「廉価多売と出版資本主義の確立」（『経済往来』第2巻第5号，1927年5月）

「出版戦弱肉強食の弁」（『中央公論』第42年第6号，1927年6月。「出版戦国時代の出現」中の一）

「財界恐慌の原因と将来」（『経済往来』第2巻第6号，1927年6月）
「牛後道」（第二次『随筆』第2巻第7号，1927年7月）

「デモクラシーの馬脚」（『中央公論』第42年第7号，1927年7月。「現代思潮とヒロイズムの交錯」中の一）

「現代の悪制度（上）」（『春秋』第1巻第4号，1927年7月）
「随筆漫語」（第2次『随筆』第2巻第7号，1927年7月。「アルス対菊池寛の抗争問題について」中の一つ）

「人は何故貧乏するか」（『改造』第9巻第8号，1927年8月）
「ムツソリーニと国家社会主義」（『大調和』昭和2年8月号，1927年8月）
「預金部資金の盗用」（『経済往来』第2巻第8号，1927年8月）

「現代の悪制度（承前）」（『春秋』第1巻第5号，1927年8月）

「最後の鬼面芸術」（『中央公論』第42年第9号，1927年9月。「芥川龍之介氏の『死』とその芸術」中の一）

「自殺のための自殺」（『文藝春秋』第5巻第9号，1927年9月）
「富と国」（『文化生活』第5巻第9号，1927年9月）
「階級と政党」（『春秋』第1巻第6号，1927年9月）
「左きき」（第2次『随筆』第2巻第9号，1927年9月）

「ひるね語り」（『大調和』昭和2年9月号，1927年9月）

「翻訳の東洋主義」（『大調和』昭和2年10月号，1927年10月）
「学界余談（大学派、浪人派）」（『東京朝日新聞』1927年10月7日朝刊）

「代議士」（第2次『随筆』第2巻第10号，1927年10月）

「贔負訳者を見る」（『中央公論』第42年11号，1927年11月。「人物評論（蒋介石）」中の一）
「マルクスの「資本論」」（『改造』第9巻第11号，1927年11月。「大衆講座」の一）
「不徹底の敗北」（『中央公論』第42年11号，1927年11月。「普選第一戦の総決算的八面評」中の一）

「国家サンヂカリズム」（『経済往来』第二巻第十一号，1927年11月。「ファッシズム批判」の一）

「現代人心浮動の社会的必然性」（『春秋』第一巻第八号，1927年11月）
「マルサスの人口論」（『改造』第9巻第12号，1927年12月。「大衆講座」の一）
「国家主義」（『大思想エンサイクロペヂア』第19巻，春秋社，1927年12月）

「ファシィズム」（『大思想エンサイクロペヂア』第19巻，春秋社，1927年12月）
「血の速度と現代」（『中央公論』第42年第12号，1927年12月）
「帝国主義の新旧」（『春秋』第1巻第9号，1927年12月）
「ムッソリーニは非「皇室中心主義」（上）」（『読売新聞』昭和2年12月20日）

「ムッソリーニは非「皇室中心主義」（中）」（『読売新聞』昭和2年12月21日）
「ムッソリーニは非「皇室中心主義」（下之一）」（『読売新聞』昭和2年12月22日）
「ムッソリーニは非「皇室中心主義」（完）」（『読売新聞』昭和2年12月23日）
「マルキシズム概説」（『社会問題講座』，新潮社）
「序」（津久井龍雄『ファスシズム伊太利とムッソリーニ』，自由評論社）
1928(昭和3)年

「民衆娯楽としてのラヂオ」（『経済往来』第3巻第1号，1928年1月）

「世界舞台の三人男」（『春秋』第2巻第1号，1928年1月）

「新版無産政党談議」（『大阪朝日新聞』昭和3年1月4日朝刊）
「英雄崇拝と看板心理」（『改造』第10巻第2号，1928年2月）
「絶好の取組的興味」（『中央公論』第43年第2号，1928年2月）

「ムッソリーニを見る」（『春秋』第2巻第2号，1928年2月）

「政党心理の解剖」（『中央公論』第43年第3号，1928年3月）

「士族の商法」（『中央公論』第43年第3号，1928年3月。「人物評論（菊池寛）」中の一）

「政治青年の今昔」（『春秋』第2巻第3号，1928年3月）

「断髪美学」（『婦人画報』昭和3年3月（271号），1928年3月）

「家族制度はどうなる」（『女性』第13巻第3号，1928年3月）
「政治と文芸を傍観す」（『新潮』第25年第4号，1928年4月。「文芸と政治との関係に就て」中の一）

「社会思想の観念的傾向」（『不同調』第6巻第4号，1928年4月）

「大衆主義と資本主義」（『中央公論』第43年第4号，1928年4月）
「贅沢は廃し得るか」（『経済生活』第6巻第4号，1928年4月。『文化生活』の後継）
「変哲もなき普選」（『経済往来』第3巻第4号，1928年4月。「普選戦総評」中の一つ）

「ファシズムの産業政策」（『春秋』第2巻第4号，1928年4月）
「反動団体を煽動す」（『改造』第10巻第5号，1928年5月）

「議会制度は万全か」（『春秋』第2巻第5号，1928年5月）

「労農と共和」（『春秋』第2巻第5号，1928年5月）

「誤解されたムッソリーニ」（『文藝春秋』第6巻第6号，1928年6月）

「男性的虚栄の代理行使」（『春秋』第2巻第6号，1928年6月）

「カール・マルクスの思想を繞りて」（『政友』第332号，1928年7月）
「贅沢と虚栄と優越本能」（『春秋』第2巻第7号，1928年7月）
「木乃伊とり」（『経済往来』第3巻第8号，1928年8月）

「思想悪導論」（『中央公論』第43年第9号，1928年9月）
「資本家の労働」（『経済生活』第6巻第106号，1928年10月。第6巻第10号のこと。『文化生活』の後継）
「学界に与へる公開状」（『経済往来』第3巻第10号，1928年10月）
「警官論」（『中央公論』第43年第11号，1928年11月）

「日本はどうなる」（『平凡』第1巻第1号，1928年11月。座談会）
「四人四色」（『中央公論』第43年第12号，1928年12月。「出版界四天王論（佐藤、山本、野間、下中）」中の一）
「マルクス経済学界」（『経済往来』第3巻第12号，1928年12月）
1929(昭和4)年

「経済学上に於ける主学説」（『大思想エンサイクロペヂア』第16巻，春秋社，1929年1月）
「資本主義の功罪を論ず」（『中央公論』第44年第1号，1929年1月）
（Ｂ）時　評
1915(大正4)年

「万国時事」（『新社会』第2巻第4号，1915年12月）

1916(大正5)年

「万国時事」（『新社会』第2巻第5号，1916年1月）

「万国時事」（『新社会』第2巻第7号，1916年3月）

「万国時事」（『新社会』第2巻第8号，1916年4月）

「降りみ降らずみ（時評）」（『新社会』第2巻第11号，1916年6月）

「万国時事」（『新社会』第2巻第11号，1916年6月）

「万国時事」（『新社会』第2巻第12号，1916年7月）

「万国時事」（『新社会』第2巻第13号，1916年8月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第2号，1916年10月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時報事」（『新社会』第3巻第3号，1916年11月）

1917(大正6)年

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第6号，1917年2月）
「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第8号，1917年3月）
「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第8号，1917年4月）＊前号とは別のもの。

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第9号，1917年5月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第10号，1917年6月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第11号，1917年7月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第3巻第12号，1917年8月）

「火の見台（時評）」（『新社会』第4巻第1号，1917年9月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第4巻第1号，1917年9月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第4巻第3号，1917年12月）

1918(大正7)年

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第4巻第4号，1918年1月）

「火の見台（時評）」（『新社会』第4巻第5号，1918年2月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第4巻第6号，1918年3月）

「INTERNATIONAL NOTES　万国時事」（『新社会』第4巻第11号，1918年8月）

1919(大正8)年

「万国時事」（『新社会』第5巻第5号，1919年1月）

「国際社会党大会（万国時評）」（『国家社会主義』第2号，1919年6月）

「万国時事」（『国家社会主義』第3号，1919年7月）

1924(大正13)年

「社会時評」（『新小説』第29年第1号，1924年1月）

「社会時評」（『新小説』第29年第2号，1924年2月）

「社会時評」（『新小説』第29年第3号，1924年3月）

「社会時評」（『新小説』第29年第4号，1924年4月）

「社会時評」（『新小説』第29年第5号，1924年5月）

「社会時評」（『新小説』第29年第7号，1924年7月）

「社会時評」（『新小説』第29年第8号，1924年8月）

「社会時評」（『新小説』第29年第9号，1924年9月）

「社会時評」（『新小説』第29年第10号，1924年10月）

「社会時評」（『新小説』第29年第11号，1924年11月）

「社会時評」（『新小説』第29年第12号，1924年12月）

1925(大正14)年

「社会時評」（『新小説』第30年第1号，1925年1月）

「社会時評」（『新小説』第30年第2号，1925年2月）

1927(昭和2)年

「社会雑感」（『経済往来』第2巻第2号，1927年2月）
「是々非々―社会雑感―」（『大調和』昭和2年4月創刊号）

「是々非々―社会雑感―」（『大調和』昭和2年5月号）

「是々非々―社会雑感―」（『大調和』昭和2年6月号）
「解放時評」（『解放』第6巻第8号，1927年6月。諸氏の一つ）

「是々非々―社会雑感―」（『大調和』昭和2年7月号，1927年7月）

「社会時評」（『太陽』第33巻第9号，1927年7月）
「社会時評」（『太陽』第33巻第10号，1927年8月）
「社会時評」（『太陽』第33巻第11号，1927年9月）
「解放社会時評」（『解放』第6巻第17号，1927年10月。諸氏の一）

「師走の雑感」（『読売新聞』昭和2年12月12日。「社会時評」）

1928(昭和3)年

「社会時評」（『経済往来』第3巻第11号，1928年11月）

「社会時評」（『経済往来』第3巻第12号，1928年12月）

1929(昭和4)年

「社会時評」（『経済往来』第4巻第１号，1929年1月）

（Ｃ）翻　訳
1908(明治41)年
「物質的史観」（『東北評論』創刊号，1908年5月15日。ロバート・ラ・モントの飜訳）

「宗教改革の経済的説明」（『東北評論』第3号，1908年10月1日。エンゲルスの飜訳）
1914(大正3)年

「Der Wahrsager」（『へちまの花』第4号，1914年5月。堺利彦「八卦見」の飜訳）
1917(大正6)年

「資本論解説(1)」（『新社会』第3巻第6号，1917年2月。以下、『資本論解説』はカウツキー『カール・マルクスの経済学説』を指す）

「資本論解説(2)」（『新社会』第3巻第8号，1917年3月）
「資本論解説(3)」（『新社会』第3巻第8号，1917年4月）
「資本論解説(4)」（『新社会』第3巻第9号，1917年5月）

「資本論解説(5)」（『新社会』第3巻第10号，1917年6月）

「資本論解説(6)」（『新社会』第3巻第11号，1917年7月）

「資本論解説(7)」（『新社会』第3巻第12号，1917年8月）

「資本論解説(8)」（『新社会』第4巻第1号，1917年9月）

「資本論解説(9)」（『新社会』第4巻第2号，1917年10月）

「資本論解説(10)」（『新社会』第4巻第3号，1917年12月）

1918(大正7)年

「資本論解説(11)」（『新社会』第4巻第4号，1918年1月）

「資本論解説(12)」（『新社会』第4巻第5号，1918年2月）

「資本論解説(13)」（『新社会』第4巻第6号，1918年3月）

「資本論解説(14)」（『新社会』第4巻第8号，1918年5月）

「資本論解説(15)」（『新社会』第4巻第9号，1918年6月）

「資本論解説(16)」（『新社会』第4巻第10号，1918年7月）

「資本論解説(17)」（『新社会』第4巻第11号，1918年8月）

「資本論解説(18)」（『新社会』第5巻第1号，1918年9月）

「資本論解説(19)」（『新社会』第5巻第2号，1918年10月）

「資本論解説(20)」（『新社会』第5巻第3号，1918年12月）

1919(大正8)年

「資本論解説(21)」（『新社会』第5巻第5号，1919年1月）

「資本論解説(22)」（『新社会』第5巻第6号，1919年2月）

「資本論解説(23)」（『新社会』第5巻第7号，1919年3月）

「マルクス説神髄(1)」（『国家社会主義』第1号，1919年4月。ブヂーン）

「マルクス説神髄(2)」（『国家社会主義』第2号，1919年6月。ブヂーン）

「マルクス説神髄(3)」（『国家社会主義』第3号，1919年7月。ブヂーン）
1920(大正9)年

「西洋におけるブルジオア的私有の発達（上）」（『解放』第2巻第6号，1920年6月。ラファルグ『財産の進化』）
「ブルジヨア的財産の発達」（『解放』第2巻第7号，1920年7月。ラファルグ『財産の進化』）

「ブルジヨア的財産の発達」（『解放』第2巻第8号，1920年8月。ラファルグ『財産の進化』）
1922(大正11)年

「社会主義とデモクラシイ」（『解放』第4巻第2号，1922年2月。カウツキー）
「階級独裁と政党独裁」（『解放』第4巻第3号，1922年3月。カウツキー）
「労働者とは誰か？―普通選挙と労働者選挙―」（『解放』第4巻第6号，1922年6月。カウツキー）

（Ｄ）文　芸
1920(大正9)年

「神経上の苦労人」（『新潮』第33巻第4号，1920年10月。「人の印象（四十五）宮地嘉六氏の印象」中の一）

1923(大正12)年

「素人の見たる現代創作並創作家」（『改造』第５巻第7号，1923年7月）

1925(大正14)年

「出版会への私の希望」（『読売新聞』大正14年5月9日）

「犬の趣味」（『改造』第6巻第8号，1924年8月。「余技と趣味」中の一）

「文芸素人漫談」（『新潮』第43巻第3号，1925年9月）
「丸を握って」（『改造』第7巻第9号，1925年9月。「私の切実な問題」中の一）

1926(大正15、昭和元)年

「十二月八日」（『改造』第8巻第2号，1926年2月。「一頁辯」中の一）

「はがき評論」（『不同調』第2巻第4号，1926年4月。「生田長江氏と正宗白鳥氏」の一）

「発売禁止問題」（『解放』第5巻第9号，1926年9月。本荘可宗との対談）

「文筆業者の自惚」（『新潮』第23年第9号，1926年9月。「発売禁止制度に対する批判とその対策」中の一）

1927(昭和2)年

「文壇圏外より見たる現代文芸乃至作家」（『文芸公論』第1巻第3号，1927年3月。アンケート）

「史論と随筆」（『随筆』第２巻第3号，1927年3月。「白柳秀湖氏の印象」中の一つ）
「文壇社会学」（『新潮』第24年第5号，1927年5月）

「文芸変形時評」（『新潮』第24年第7号，1927年7月）

「知友名簿にない彼女」（『婦人画報』昭和2年8月（264号），1927年8月）
「現代論壇の人々を評す」（第2次『随筆』第2巻第10号，1927年10月。「漫随筆語」中の一）

「あばたはあばた―徳田秋声氏への応酬―」（『婦人画報』昭和2年10月（266号），1927年10月）
「私のいたづら書き」（『婦人画報』昭和2年10月（266号），1927年10月）
1928(昭和3)年

「煎餅とコマ切れの両大関」（『春秋』第2巻第2号，1928年2月）
「私の眼に映れる現文壇の種々相」（『文章倶楽部』第13巻第10号，1928年10月。「現文壇局外観」中の一）

「死の懺悔録読後の印象」（古田大次郎『死の懺悔録』，春秋社，1928年12月）

（Ｅ）雑　纂
1912(大正1)年

「大久保より」（『近代思想』1巻2号，1912年11月）
1914(大正3)年

「高畠素之君一口評」（『へちまの花』第3号，1914年4月）
1915(大正4)年

「消息」（『へちまの花』第18号，1915年7月）

「新刊提灯行列」（『新社会』第2巻4号，1915年12月。堺利彦と共著）

1916(大正5)年

「新刊提灯行列」（『新社会』第2巻5号，1916年1月。堺利彦と共著）

「遠近消息（高畠生君）」（『新社会』第3巻第3号，1916年11月）

「遠近消息（高畠素之君）」（『新社会』第3巻第4号，1916年12月）

1917(大正6)年

「堺利彦　立候補推薦」（『新社会』第3巻第6号，1917年2月）

「編集者より」（『新社会』第4巻第1号，1917年9月）

「遠近消息（高畠素之氏）」（『新社会』第4巻第2号，1917年10月）

1918(大正7)年

「編輯当番より」（『新社会』第4巻第6号，1918年3月）

「編輯者より」（『新社会』第4巻第8号，1918年5月）

「渡辺政太郎君追想記」（『新社会』第4巻第9号，1918年6月）

「編輯者より」（『新社会』第4巻第10号，1918年7月）

「編輯者より」（『新社会』第4巻第11号，1918年8月）

「遠近消息（高畠素之氏）」（『新社会』第4巻第11号，1918年8月）

「編輯者より」（『新社会』第5巻第1号，1918年9月）

「編輯者より」（『新社会』第5巻第2号，1918年11月）

「編輯者より」（『新社会』第5巻第3号，1918年12月）

1919(大正8)年

「編輯者より」（『新社会』第5巻第5号，1919年1月）

「編輯者より」（『新社会』第5巻第6号，1919年2月）

「人物論讃」（『新社会』第5巻第6号，1919年2月）

「編輯者より」（『新社会』第5巻第7号，1919年3月）

「遠近消息（高畠素之氏）」（『新社会』第5巻第7号，1919年3月）

「編輯者より」（『国家社会主義』第1号，1919年4月）

「新刊紹介」（『国家社会主義』第2号，1919年6月）

「遠近消息」（『国家社会主義』第3号，1919年7月）

「『資本論解説』の誤解」（『国家社会主義』第3号，1919年7月）

1920(大正9)年

「遠ち近ちの反響」（『精神運動』大正9年6月号。諸氏の一）

1922(大正11)年

「笑話」（大杉栄『漫文漫画』，アルス）

「お次はどんな内閣をどんな首相を」（『読売新聞』大正11年6月9日。諸氏の一）
「レーニン若し死なば」（『解放』第4巻第8号，1922年8月。諸氏の一）

「名士の書架」（『解放』第4巻第11号，1922年11月。諸氏の一）
1923(大正12)年

「福田狂二君より」（第1次『局外』第5号，1922年2月）

「新著批評」（第2次『局外』第1号，1923年5月）

「社会的正義の先駆者」（『解放』第5巻第5号，1923年5月。諸氏の一）
「千駄木より」（第2次『局外』第2号，1923年6月）

「山本内閣に対する各方面の批判」（『読売新聞』大正12年8月30日。諸氏の一）
1925(大正14)年

「次期総裁選挙に於ける無産政党の実勢力と其候補者」（『改造』第7巻第6号，1925年6月。「無産政党の研究」中の一）

「同志間道徳の確立問答」（第2次『解放』第4巻第2号，1925年11月。諸氏の一）
1926(大正15、昭和元)年

「諸名士の雑誌新年号観」（『不同調』第2巻第2号，1926年2月）
「通俗多趣味に」（『優生運動』創刊号，第1巻第1号，1926年11月）

「産児調節批判」（『太陽』第32巻第13号，1926年11月。アンケート）
1927(昭和2)年

「入党投票すべき政党、各政党の支持排撃及可否優劣論」（『解放』第6巻第3号，1927年2月）

「若し私が文部大臣を選ぶとすれば？」（『文化生活』第5巻第3号，1927年3月。諸氏の一。肩書きは「評論家」）
「昭和の新理想」（『春秋』創刊号，1927年4月。アンケート）
「最も私の心を撼かした先哲の至言」（『春秋』第1巻第2号，1927年5月）
「日曜と郵便」（『中央公論』第42年第7号，1927年7月。「現代思潮とヒロイズムの交錯」中の一）
「訳者の良心」（『東京朝日新聞』1927年10月9日朝刊）

1928(昭和3)年

「（無題）」（『文芸公論』第2巻第2号，1928年2月。「さよなら辻潤」中の一）

「仕事場でいま何が蒔かれている？」（『読売新聞』昭和3年5月5日）
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